
  

 

 

 

 

 

挨拶の「意味とねうち」を知り，「本物の挨拶」を求める取組へ 

 「挨拶」は，人との大切なコミュニケーションンの一つと言われています。今，瑞穂市で，「あいさ

つの町みずほ」の推進を行っています。本校も，さらに挨拶の声があふれる学校を目指し，昨年度同様，

生徒の手による朝の挨拶運動，PTA校外委員の挨拶運動等が行われています。MSJやボランティアの生徒

が４月から校門に立ち，大きな声で挨拶をしたり，月に１回，小学校に出向き，校門前で，集団で登校

する小学生に対して明るく爽やかな声で挨拶運動を行ったりしています。また，PTAの校外委員の方によ

る挨拶運動も行われています。先日，期末テスト準備期間のときに，朝７時４０分から８時１０分まで 

校門の前に立ち，挨拶運動を行っていただきました。この期間中，朝，雨脚が強い日もありましたが，

全身濡れながら，生徒たちのために挨拶運動をしていただきました。 

本当にありがとうございました。 

 こうした取組の中，どの生徒も挨拶は大切なものであると分かっていると思います。しかし，全ての

生徒が進んで大きな声で笑顔で挨拶をできるわけではありません。まずは，形から入っていくのも大切

かと思います。さらに大切なことは，「本物の挨拶」にしていくために，挨拶の「意味とねうち」を知

ることにより，自分の挨拶が変わってくると思います。その挨拶の「意味とねうち」は，次のようなこ

とがいえると思います。 

 

 

 

自分から進んで挨拶をすることによって，まず，自分を変える。つまり，このことは，相手を認め，

自分の心を開いている証を自ら示していることになるからこそ，大きな声で，笑顔で挨拶することが大

切になってきます。逆に，“自分から進んで挨拶をしない”“相手と目を合わせず，小さな声で挨拶を

返す”は，上の「挨拶の定義に当てはめれば，相手を無視している，または相手の存在を認めていない。

自分は心を開いていないというメッセージを相手に対して示していることになります。 

このことから「挨拶」は，朝の大事なコミュニケーションの一つだと分かってもらえると思います。

また，場にあった会釈での挨拶。何かしてもらったときのお礼の言葉等も「挨拶」と同様で大切なコミ
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〇「挨拶」とは，相手の存在を認め，相手に対して心を開くこと，そして人として生きていくうえ

で最も大切な流儀。 

〇「本物の挨拶」とは，自分から，相手の目を見て，大きな声で，笑顔で行うこと 

  だから 

※「挨拶」ができると，相手も心を開き，自分を認め，周りの見る目が変わることになります。          
（参考文献：あなたの人生が変わる奇跡授業） 



ュニケーションです。いろいろな場面で，自分を磨いていく場を一人一人がもっていることになります。 

普段から気持ちのよい挨拶，会釈，お礼等ができている人は，相手の信頼を毎日，深めていることから，

何か問題があっても，大丈夫ということになります 

「挨拶」の「意味とねうち」を知れば，自分の周りの世界を変え，幸せになっていくためにも動きた

くなると思います。さらに，気持ちの挨拶があふれる学校を目指していきましょう。 

 

「韓国教員訪日団」の訪問を通して“もてなす心”のすばらしさを体験！ 

６月 11日（月）に，日本の教育の視察として 43名の韓国の教員の方が来校され

ました。 

生徒たちは，この日に向けて，韓国の方が本校に来てよかったと心から思っても

らえるように，個々が思いを巡らし，準備してきました。教室の前に「ようこそ」

という意味を示す歓迎の韓国語のポスターだけでなく，そこに鶴の折り紙を張り，

飾り付けたポスターを教室の入り口に貼ってある学級。歓迎セレモニーでは，学校

代表として「翼をください」の歓迎合唱の披露だけでなく，「ようこそ」の意のメ

ッセージのプラカードを示したり，韓国語を交えて学校紹介をしたりして，少しで

も自分たちの気持ちが伝わるように準備した 2年生。さらに，来校当日に向けて，

毎朝，行われる生徒のミニ教師による学級での「韓国語講座」等。 

生徒たちは，一つの行事を形でこなすのではなく，来校される韓国の教員の方

に“最高のもてなし”をするために，生徒自ら考え，行動していました。そこに

は，相手のことを大切に考え，行動する“おもてなしの精神”がありました。さ

らに，その思いは，一部の生徒だけの思いではなく，学級が共有し，団結して一

つのものを創り上げていました。限られた時間の中でも，最高のおもてなしの精

神で行動したからこそ，韓国の教員の方々も，感動されて本校を後にされたと思

います。 

≪7 月の行事予定≫ 

 


